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厚 生 消 防 常 任 委 員 会 要 点 記 録 
 

 
日   時 

 
令和７年１月２７日（月） 

 

開 会    １０時００分 会議時間 

閉 会     １０時４２分  ０：４２ 

場  所 委員会室 
出 席 者 宮委員長・澁谷副委員長・長谷委員・前田委員・矢野委員・野沢委員・小林委員 

傍聴議員：吉永議員 
説 明 者 副市長、生活環境部長、子ども未来部長、消防長外１１名 傍聴者数   ０人 
事 務 局 議会事務局長、議会事務局次長、議事担当主査 記 者   ２人 

 
会 議 の 経 過 事 項 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

長 谷 委 員 

吉本島松出張所長 

 

 

 

 

長 谷 委 員 

 

 

 

 

 

 

吉本島松出張所長 

 

委員長が開会を告げ、傍聴の許可をし、議事日程について説明する。 

 

●１．閉会中の所管事務調査事項について 

・ＡＲ災害疑似体験アプリについて 

石崎消防本部次長からから説明を受け、前田委員が消火体験を、小林

委員が煙避難体験を行った。 

 

【質疑】 

① これから市民に対しての体験会などをどのように計画していますか。 

① 市民への体験としては、昨年、行ったえにわ・消防祭のイベント等で一般市民

の方に体験していただく形になります。あとは町内会の防災訓練などで体験して

いただくことになります。事業所などは消防訓練を行わなければならないので、

その機会にこういった体験をしませんかと提案しています。そういった形で継続

して市民、事業者の皆さんに体験していただく形を考えています。 

② 申し出があったとき、例えばどこかで防災訓練をやるときに、消防の方が持っ

ていってこういうのがありますと体験してもらうケースもありますか。また、多

分わからない町内会とかたくさんあると思うので、こういうのがあるのでぜひ疑

似体験してみてくださいということを周知するのに、ホームページ・広報以外は

考えていないのではないかと思いますが、できるだけ多くの市民に体験していた

だき、煙の怖さを体験していただくように努力していただきたいと思いますが、

それについて伺います。 

② 現在は要請があった、防災訓練の相談があったところに消防署に来所していた
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矢 野 委 員 

 

 

 

 

 

 

 

 

吉本島松出張所長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

澁 谷 委 員 

 

 

 

吉本島松出張所長 

 

 

 

野 沢 委 員 

 

 

 

 

だいた際に、こういう訓練がありますということで提案しているところです。広

く市民に周知というところで言えば、今チラシを配っているだけですが、ＳＮＳ

やホームページに掲載することで、市民の防災訓練や町内会の訓練などに活用し

ていただけると思いますので、今後そういった広報を積極的に実施していきたい

と考えています。 

 

① 疑似体験ということで、実際に部屋の映像が映ってリアルだと感じました。今、

煙と消火の２種類を体験しましたが、それ以外の体験のものはないのかというの

と、消火のところで火の音はありましたが、オプションなどで火災報知器が鳴る

などリアルさが増すような聴覚的に更に感じるものはないのか、ただ単に映像だ

けだったのでそういう体験はできるけれども、もう少しさらにリアルなものは体

感できるのか伺います。 

② 今後、学校などでこれを利用できないのか伺います。 

③ １人だとあまり時間がかかるものではありませんが、３０分や１時間では何人

ぐらいがこの体験をできるという想定なのか伺います。 

① アプリの体験の種類は２種類しかありません。初期消火の訓練、煙体験訓練と

なっています。２種類ですが、中身の難しさがイージーモードとハードモードが

あり、一般市民の方を対象に行う際には、今、体験していただいた２種類を実施

しています。またアプリの音については、燃えている音は出ていますが、それ以

外の音についてはありません。 

② 学校も消防訓練を行うので、現時点ではそういった機会に提案させていただい

ていますが、学校の時間上の都合等ありまして現在は実施していません。 

③ 体験時間は、１回に対して長く見て約３分、５分程度だと思います。１時間あ

れば１０名程度の体験ができると考えています。 

 

① 市民周知の部分で要望したいのですが、市で出前講座のリスト等に疑似体験の

メニューを入れるのはいかがでしょうか。高齢者とか町内会の方に体験してもら

うのがよいと思ったのと、町内会で行事をするときに出前講座のメニューを見て

考えたりするため、どうかと思ったので伺います。 

① 個別のメニューとしては考えていませんでしたが、関係課と調整して防災訓練

関係の講話等を依頼された際に、ＡＲゴーグルもあるというところを関係課と調

整し、今後進めて行きたいと考えています。 

 

① アプリの種類は２種類ということですが、例えば消火訓練であれば実際に消火

器や水を使ったり、煙体験は簡易的にテント型の体験ができる用具もあると思い

ます。例えば地震災害に遭った場合に、物が散乱しているところをどうやって避

難していくかというような体験ができるものとか、新しい次の災害の状況に合わ

せたアプリの中身を追加することができるのか伺います。 



 ―３―

吉本島松出張所長 

 

 

 

 

 

 

 

辰下子ども政策課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

狩野子ども未来部次長 

 

 

小 林 委 員 

 

狩野子ども未来部次長 

 

 

 

 

 

 

中山廃棄物管理課長 

 

 

澁 谷 委 員 

 

 

中山廃棄物管理課長 

 

 

① このＡＲのメーカーの情報ですが、防災に関する家屋倒壊などのアプリは現在

ありません。今後開発されて導入するとなると機器はあるのでアプリのアップデ

ートという形になると思いますが、別途費用がかかります。また、ＡＲゴーグル

と連動した消火器も最近出たそうです。まだ開発当初の段階で非常に経費が高い

状況ですがそういうものも開発されたと聞いています。 

 

 

・子ども子育て施策について 

資料説明 子ども子育て施策について 

 

【質疑】 

なし 

 

日程１．閉会中の所管事務調査事項について終了 

 

●日程２．報告案件について 

（子ども未来部） 

資料説明① こども誰でも通園制度（乳幼児通園支援制度）の実施について 

 

【質疑】 

① 利用時間と保護者負担、量の見込み、それぞれ限度額等記されていますが、こ

の数字に決めた理由があればお伺いします。 

① この事業は国の補助事業であり、利用時間や保護者の負担は補助事業の基準額

を採用しています。また２２名という量の見込みに関しても、国が示す算定の基

準を用いて、本市でこの事業に該当する児童が未就園児４２６名という人口推移

から見ています。その中でアンケート等の人数を勘案し月に３８７人が利用でき

るものと推計し、その結果２２名という数字になっています。 

 

（生活環境部） 

資料説明② 恵庭市リサイクルセンター施設整備基本計画（骨子）について 

 

【質疑】 

① リサイクルセンターを新たに造るか、修繕をするかという形だと思いますが、

場所的には今の島松沢の場所しかないのか、新たに施設を設置するとなると、ま

た違う場所に設置することになるのか伺います。 

① 既存の島松沢の場所での建替えや新たな建設候補地を現在検討している真っ

最中です。盤尻のゴミ処理場の空き地、金属置き場としているところなどが候補

に挙がってくると考えています。 
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前 田 委 員 

 

中山廃棄物管理課長 

 

 

① 基本方針２について、多様な世代へ３Ｒの大切さを伝えることができる施設、

具体的なイメージはどういうものなのか伺います。 

① あくまで整備の基本計画ですので、なかなか具現化するのは難しいところです

が、作業をしているところを見られるところが非常に重要になってくると考えて

います。別の施設にはなりますが、焼却施設であれば見学スペースを作ったりも

していますので、少なくとも施設の状況が見られるような形で環境学習などがで

きるような施設と考えています。 

 

日程２．報告案件について終了 

 

●日程３．その他 

  なし 

 

委員長が閉会を告げる 

（ １０時４２分 終了） 

 


